
　　　　

令和7 年 3 月 18 日

9 時 30 分から 13 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

誕生日会、季節の行事（七夕、夏祭り、ハロウィン、クリスマス、お正月、節分、ひな祭りなど）、身体測定（毎月）、プール活動（７月～８月）、とこリンピック（保育参観）、避難訓練（年２
回）、引き渡し訓練（年１回）

（別添資料１）

家族支援

・保護者が、お子さんへの理解を深めご家庭で安心して子育て出来るよう、連絡帳や定
期的な面談を行います。
・ペアレントグループ、保護者会、保護者交流会などを実施し、保護者同士の交流や情
報交換の機会を設けます。ご家族が安心して地域で子育てができるよう支援を行いま
す。

移行支援

就学に向けて先輩保護者の体験談を聞く機会を設け、相談や面談等を随時
おこないます。保護者の了解のもとに就学支援シートの作成、必要であれ
ば同センターでの検査等をおこないます。

地域支援・地域連携

月曜日を地域連携日とし、保護者の了解のもと所属先の幼稚園、保育園との見学、支援
会議等、連携をおこなっていきます。

職員の質の向上

職員の育成のためキャリアパス制度を策定しています。またキャリアパス
育成ツールを用いて育成面談を行い、職員の育成を行っています。
・外部の研修をはじめ、事業内研修、法人が外部向けに行っている研修へ
の参加など、様々な研修の機会を設けて育成を行っております。
・虐待防止、身体拘束の適正化、感染症蔓延防止等の研修を行います。

支　援　内　容

身のまわりの事については、人からの働きかけを受け入れられるようになった段階で、お子さんに合わせて積極的な関わりを持ち、身辺自立を促していきます。連絡帳や面談を通して、お子さんの
様子を知り、それぞれのご家庭に合った支援を一緒に考えていきます。
＜食事（お弁当）＞他児と楽しい時間を過ごす中で、食に興味を持ち食べる事への意欲を育みます。また、良く噛むことや食具を使うことも大事な習慣として身につけていきます。
＜排泄・手洗い・服の着脱など＞お子さん一人ひとりに合わせた環境設定をおこない、段階に合わせたスモールステップを丁寧に見極めながら、少し頑張れば達成出来る事から繰り返し取り組んで
いけるよう支援を行います。

・作業療法士からの視点や指導を通して、這う、四つ這い、ジャンプ、片足立ち、歩く、走る、止まるなど基本的な運動を日々繰り返し行い、基本的な動作の獲得を目指します。
・運動遊び、ボール遊び、散歩、リズムあそび、制作、表現あそびなどを通して、基礎的な運動能力の向上、丈夫な体をつくること、手先の細やかな動きをを目指します。
・一人ひとりの好きな感覚、苦手な感覚に配慮しながら、様々な感覚を使った遊びが経験できるように支援を行います。

本
人
支
援

・お子さんの一人ひとりの認知特性や理解を十分にアセスメントすることで、お子さん自身が理解したうえで自発的に行動することが出来るように促していきます。
・安定した関係の中で、大人の言葉を聞いて気持ちを収めたり、気持ちを切り替えたり出来るように支援をおこないます。
・好きな遊びを見つけ、遊び方を知り、人との関わりを学ぶ機会に繋げます。安心出来る環境の中で、遊びたい気持ちや展開を支え、楽しめる遊びの幅を広げていきます。
・一日の流れを視覚的に提示していく事で、活動の見通しを持って行動できるように支援を行います。

・お子さんの表現や表出を出来る限り受け止めていく中で、表現の意欲を育てます。
・言語聴覚士からの視点や指導を通して、お子さんの特性や発達段階に合わせて、絵カードや指差し、身振りやジェスチャーなどを利用し、お子さん自身が表現出来る方法が増えていくように支援
を行います。

・お子さんが小集団生活の中で、安全に安心して生活できるように、環境の調整をおこないます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
行動の背景にある事柄や気持ちを理解するとともに、お子さんの状態をきめ細かく把握しながら関わっていきます。また、遊びの中で相互的なやり取りをおこなうなど、積極的な関わりを通して、
人間関係を築いて行きます。
・一人一人の好きなものや発達段階に沿った遊びを提供することで、遊びを広げるとともに社会性や集団参加の基礎を育みます。

支援方針

すべてのお子さんの生き生きとした成長発達を支え、お子さんが安心して楽しく過ごす中で、さまざまな経験を積み重ね、社会で生活する基本的な力をつけていきます。
・基本的な生活習慣の習得を目指します。
・人と一緒に遊ぶことや関わることを楽しむ経験を大切にし、信頼関係を育てます。
・集団の中で社会性を育てます。
・個別支援計画を作成し、一人ひとりの発達や特性に合わせた活動を提供し支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
すべてのお子さんが生き生きと成長できることを願い、発達に遅れやかたよりのある子や障害のある子とその家族に対して、地域と連携・交流しながら適切な支援を行うことにより地域に
暮らす親子を支えます。

事業所名 清瀬市子どもの発達支援・交流センターとことこ 作成日支援プログラム

なし


